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３. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目 ①経営者等の事業への関与

経営者等によるバイオものづくり技術への関与の方針

経営者等による具体的な施策・活動方針 統合報告書(2023/3)：P.26

バイオリファイナリー(エタノール)
次の展開として
高付加価値化学品の製品化
※本GI事業
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３. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目 ①経営者等の事業への関与

経営者等によるバイオものづくり技術への関与の方針

経営者等による具体的な施策・活動方針
中期経営計画(2023/5)：P.22
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３. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目 ①経営者等の事業への関与

経営者等によるバイオものづくり技術への関与の方針

経営者等による具体的な施策・活動方針

• 経営者のリーダーシップ

統合報告書(2023/3)：P.59
Task force on Climate-related Financial Disclosures(2023/8）
：P.26-27
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３. イノベーション推進体制／（3）マネジメントチェック項目 ②経営戦略における事業の位置づけ

経営戦略の中核に位置付け、企業価値向上とステークホルダーとの対話を推進

ステークホルダーとの対話、情報開示

• 中長期的な企業価値向上に関する情報開示 Task force on Climate-related Financial Disclosures(2023/8）
：P.10

HP上にてプレスリリース実施(2023/4）
https://www.sekisui.co.jp/news/2023/1386118_40075.html
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３. イノベーション推進体制／（2）マネジメントチェック項目 ①経営者等の事業への関与

経営者等によるバイオものづくり技術への関与の方針

経営者等による具体的な施策・活動方針

BioJapan(2023/10)
スポンサーセミナーにて登壇 10/11 14:00-15:00 F201

BioJapan(2023/10)
NEDOブースにてポスター展示
10/11~10/13
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３. イノベーション推進体制／（3）マネジメントチェック項目 ②経営戦略における事業の位置づけ

経営戦略の中核に位置付け、企業価値向上とステークホルダーとの対話を推進

取締役会等コーポレート・ガバナンスとの関係

• カーボンニュートラルに向けた全社戦略 • 経営戦略への位置づけ、事業戦略・事業計画の決議・変更

統合報告書(2023/3)：P.60
Task force on Climate-related Financial Disclosures(2023/8）
：P.11

sustainability_report2023(2023/3)：P.197
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３. イノベーション推進体制／（3）マネジメントチェック項目 ②経営戦略における事業の位置づけ

経営戦略の中核に位置付け、企業価値向上とステークホルダーとの対話を推進

取締役会等コーポレート・ガバナンスとの関係

• 経営戦略への位置づけ、事業戦略・事業計画の決議・変更 • 2024年4月26日
アナリスト・機関投資家向け
2023年度 決算および2024年度経営計画説明会を開催統合報告書(2023/3)：P.32
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３. イノベーション推進体制／（4）マネジメントチェック項目 ③事業推進体制の確保

機動的に経営資源を投入し、社会実装、企業価値向上に繋ぐ組織体制を整備

• 人材育成（含む標準化戦略人材）

専門部署の設置と人材育成

sustainability_report2023(2023/3)
：P.116
・関連イニシアチブでの活動

2024/06~
GX製品の調達に係る課題意識より
GX製品の調達行動指針 策定WGに参画予定

GHG削減に向けた
UTT（生産時のエネルギー）の転換
→熱、電気等の再生エネルギー活用促進
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３. イノベーション推進体制／（4）マネジメントチェック項目 ③事業推進体制の確保

機動的に経営資源を投入し、社会実装、企業価値向上に繋ぐ組織体制を整備

専門部署の設置と人材育成

• 人材育成(含む標準化戦略人材)

sustainability_report2023(2023/3)
：P.130
・関連イニシアチブでの活動

KAWG3＝Key Action Working Group（ケミカルリサイクル技術の確立と社会実装）67・団体
座長として活動（積水化学 ESG経営推進部メンバー）

（公社）日本環境協会 エコマーク事務局主催の
エコマーク「循環型ケミカルリサイクル基準策定準備委員会」に参画
①FY23上~認証要件を議論（エコマーク基準策定準備委員会 ）
②FY23下~認証作り（エコマーク基準策定委員会2年）
製品認証、プロセス認証（2025、2024年予定）

「クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス」（略称「CLOMA」）

「一般社団法人日本化学工業協会」（略称「JCIA」）

リサイクルプラスチック製品の市場醸成を目指し、
ISO 認証等により世界に通用する認証取得を進め、
付随する品質規格やプロセス認証、各段階におけるリサイクル由来成分の含量等の規格・認証を検討。

ケミカルリサイクルWG 委員として活動（積水化学 BRグループメンバー）

国内認証

海外認証

◆対象：耐久消費材
サステナブル経営推進機構（SuMPO）
→マテリアル＋ケミカルリサイクル
資源循環の供給課題→製品認証化検討
認証機関（仮称:SPI）の発起メンバーとして参画予定

◆対象：一般消費材


	スライド 0: 経営者による説明資料  提案プロジェクト名：バイオものづくり技術によるCO2を原料とした高付加価値化学品の製品化  
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

